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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間における我が国の経済は、企業収益や雇用・所得環境の改善等から回復基調で推移してい

るものの、円安に伴う輸入品価格の上昇等の影響により、その回復は緩やかなものとなりました。海外におきま

しては、米国景気は回復継続のなか、中国や新興国での成長鈍化による影響、中東及び東欧における地政学的リ

スクの高まり等による世界経済の減速懸念があり、先行き不透明な状況で推移いたしました。 

この間、建設業界におきましては、公共投資が弱い動きとなり緩やかに減少する中、人手不足に起因する労務単

価の高騰や資材価格の高止まりの影響も重なり厳しい経営環境が続いております。 

このような状況下で当社の当第３四半期累計期間の業績は、売上が第２四半期まで好調に推移したことにより、

売上高１７億９千８百万円（前年同四半期比15.5％増）と増収になりました。その結果、営業損失１億７千万円

（前年同四半期は２億４千６百万円の営業損失）、経常損失１億５千６百万円（前年同四半期は２億３千５百万

円の経常損失）と赤字幅が前年同四半期より減少いたしました。 

事業別にみると、主力のスパンクリート事業は、売上数量が前年同四半期比10.1％増加し、売上高は１５億９千

８百万円（前年同四半期比17.9％増）と増収となりました。利益面に関しましては、営業損失２億３千１百万円

（前年同四半期は３億２千９百万円の営業損失）となりました。 

他方不動産事業は、オフィスビル４棟の賃料収入が安定収益源となっておりますが、売上高１億９千９百万円

（前年同四半期比0.6％減）、営業利益６千４百万円（前年同四半期比27.0％減）となっております。 

四半期純損益につきましては、当第３四半期累計期間の業績及び今後の事業環境の変化を勘案したところ、スパ

ンクリート事業については前事業年度及び当事業年度と２期連続の営業損失が見込まれることになったため、今

後の事業計画を見直した結果、当第３四半期会計期間末においてスパンクリート事業及び共用資産に係る固定資

産の帳簿価額を回収可能価額まで減額することが適切であると判断し、減損損失として１６億５百万円を特別損

失に計上いたしました。このことにより、法人税の税効果等を含め１３億９千５百万円の四半期純損失（前年同

四半期は２千万円の四半期純損失）となりました。 

（２）財政状態に関する説明 

（資産、負債及び純資産の状況）

当第３四半期会計期間末の総資産は、前事業年度末に比べ２１億５千４百万円減少し８０億９千４百万円となり

ました 

流動資産は、６億２千９百万円減少しておりますが、これは主として、現金及び預金が４億６千９百万円減少、

売上債権が８千２百万円減少したこと等によるものであります。 

固定資産は、１５億２千５百万円減少しておりますが、これは主として、有形固定資産が１４億３千８百万円減

少、無形固定資産が９千５百万円減少したこと等によるものであります。 

流動負債は、３億４千６百万円減少しておりますが、これは主として、短期借入金が２億９千万円減少したこと

等によるものであります 

固定負債は、３億８千３百万円減少しておりますが、これは主として、再評価に係る繰延税金負債が３億３千５

百万円減少したこと等によるものであります。 

純資産につきましては、四半期純損失１３億９千５百万円の計上等により１４億２千４百万円減少し、６２億９

千６百万円となり、この結果、自己資本比率は77.8％（前事業年度末75.3％）となりました。 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

業績予想につきましては、現在まで公表を差し控えさせていただいておりましたが、本日（平成28年２月12

日）公表いたしました「固定資産の減損損失（特別損失）の計上及び業績予想に関するお知らせ」をご参照くだ

さい。 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の

業績等は様々な要因により異なる可能性があります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,557,714 2,088,120 

受取手形 428,726 － 

売掛金 121,767 448,909 

完成工事未収入金 183 19,298 

有価証券 285,091 285,000 

商品及び製品 96,842 72,807 

仕掛品 2,259 1,692 

未成工事支出金 22,170 6,285 

原材料及び貯蔵品 53,809 54,425 

その他 71,077 34,034 

流動資産合計 3,639,642 3,010,573 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 1,364,537 1,150,714 

機械及び装置（純額） 109,215 52,566 

土地 4,107,941 3,052,641 

その他（純額） 112,970 471 

有形固定資産合計 5,694,663 4,256,395 

無形固定資産 95,595 34 

投資その他の資産    

投資有価証券 765,669 779,378 

その他 52,735 47,836 

投資その他の資産合計 818,405 827,214 

固定資産合計 6,608,664 5,083,644 

資産合計 10,248,306 8,094,218 

負債の部    

流動負債    

買掛金 44,190 19,700 

工事未払金 40,452 35,831 

短期借入金 890,000 600,000 

1年内返済予定の長期借入金 101,700 101,700 

未払法人税等 － 11,834 

賞与引当金 29,900 15,415 

工事損失引当金 － 3,985 

その他 166,689 137,964 

流動負債合計 1,272,932 926,431 

固定負債    

長期借入金 355,925 288,125 

再評価に係る繰延税金負債 551,377 216,285 

その他 346,661 366,393 

固定負債合計 1,253,963 870,804 

負債合計 2,526,896 1,797,235 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成27年12月31日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,295,900 3,295,900 

資本剰余金 3,696,670 3,696,670 

利益剰余金 150,407 △599,248 

自己株式 △370,588 △370,588 

株主資本合計 6,772,389 6,022,733 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 268,379 278,084 

土地再評価差額金 680,641 △3,835 

評価・換算差額等合計 949,020 274,248 

純資産合計 7,721,410 6,296,982 

負債純資産合計 10,248,306 8,094,218 
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（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 1,556,928 1,798,421 

売上原価 1,385,696 1,560,771 

売上総利益 171,231 237,650 

販売費及び一般管理費 418,096 408,200 

営業損失（△） △246,865 △170,550 

営業外収益    

受取利息 6,309 6,232 

受取配当金 5,702 5,671 

仕入割引 3,538 3,634 

その他 4,831 6,461 

営業外収益合計 20,382 22,000 

営業外費用    

支払利息 3,972 4,662 

休止固定資産減価償却費 2,115 1,905 

休止固定資産諸経費 3,201 1,203 

その他 149 47 

営業外費用合計 9,439 7,819 

経常損失（△） △235,922 △156,369 

特別利益    

固定資産売却益 243,446 38,331 

投資有価証券売却益 8,082 － 

特別利益合計 251,528 38,331 

特別損失    

減損損失 － 1,605,607 

固定資産除却損 13 － 

完成工事臨時補修費用 12,000 － 

固定資産処分損 － 196 

特別損失合計 12,013 1,605,803 

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 3,593 △1,723,842 

法人税等 23,711 △328,252 

四半期純損失（△） △20,117 △1,395,590 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期損益 
計算書計上 

額 
（注）２ 

 
スパンクリート

事業 
不動産事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 1,356,077 200,850 1,556,928 - 1,556,928 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
- - - - - 

計 1,356,077 200,850 1,556,928 - 1,556,928 

セグメント利益又は損失

（△） 
△329,958 88,659 △241,298 △5,566 △246,865 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△5,566千円は、各報告セグメントに配分していない全

社費用△5,566千円であり、その主なものは管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の営業損失（△）と調整を行っておりま

す。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第３四半期累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期損益 
計算書計上 

額 
（注）２ 

 
スパンクリート

事業 
不動産事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 1,598,706 199,714 1,798,421 － 1,798,421 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
－ － － － － 

計 1,598,706 199,714 1,798,421 － 1,798,421 

セグメント利益又は損失

（△） 
△231,216 64,689 △166,526 △4,024 △170,550 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△4,024千円は、各報告セグメントに配分していない全

社費用△4,024千円であり、その主なものは管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の営業損失（△）と調整を行っておりま

す。
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「スパンクリート事業」セグメントにおいて、当第３四半期累計期間の業績及び今後の事業環境の変化

を勘案したところ、スパンクリート事業については前事業年度及び当事業年度と２期連続の営業損失が見

込まれることになったため、今後の事業計画を見直した結果、当第３四半期会計期間末においてスパンク

リート事業及び共用資産に係る固定資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額することが適切であると判断

し、当該減少額を減損損失として計上いたしました。 

なお、当該減損損失の計上額は、スパンクリート事業において1,571,997千円であります。 

- 8 -

㈱スパンクリートコーポレーション（5277）平成28年３月期 第３四半期決算短信（非連結）


